
書

評

評書

神
野
清
一
著

『
日
本
古
代
奴
碑
の
研
究
』

吉
　
野
　
秋
　
二

　
本
書
は
、
六
〇
年
代
以
降
現
在
ま
で
一
貫
し
て
日
本
古
代
の
奴
碑
を
テ
…

マ
と
し
て
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
著
者
の
論
文
を
ほ
ぼ
網
羅
的
に
集
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
日
本
古
代
中
世
史
で
は
身
分
制
・
社
会
構
成
史
の

分
野
は
概
し
て
低
調
で
見
る
べ
き
業
績
に
乏
し
い
。
奴
碑
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
神
野
氏
の
待
望
の
論
文
集
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
研

究
状
況
に
活
を
入
れ
る
も
の
と
し
て
も
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
従
来
の
奴
碑
に
関
す
る
研
究
は
二
種
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
、
身
分
制

（
良
賎
制
）
研
究
の
一
環
と
し
て
霊
界
を
と
り
あ
げ
る
も
の
、
も
う
「
つ
は
、

社
会
構
成
史
的
見
地
か
ら
奴
碑
の
階
級
的
性
格
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
正
期
、
法
制
史
家
滝
川
政
次
郎
氏
は
、
律
令
賢
愚
制
研
究
の
一
環
と
し
て

奴
碑
制
を
分
析
す
る
一
方
、
奴
隷
と
し
て
の
奴
碑
の
性
格
に
着
目
し
膨
大
な

実
証
的
研
究
成
果
を
の
こ
し
た
。
滝
川
氏
の
研
究
は
そ
の
後
の
奴
碑
研
究
の

礎
と
な
っ
た
が
、
戦
後
の
こ
の
分
野
の
研
究
の
方
向
性
に
決
定
的
な
影
響
を

与
え
た
の
は
、
戦
中
に
発
表
さ
れ
た
石
母
田
正
氏
の
「
古
代
に
お
け
る
奴
隷

の
「
考
察
」
（
『
経
済
史
研
究
』
二
八
一
五
・
六
）
で
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
ー
ド

と
し
て
の
奴
隷
制
の
特
質
と
意
義
を
論
じ
た
こ
の
論
文
を
契
機
と
し
て
、
六

○
年
代
以
降
、
総
体
的
奴
隷
制
論
・
困
家
的
奴
隷
制
論
が
提
起
さ
れ
、
日
本

古
代
社
会
構
成
上
に
お
け
る
奴
碑
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論

が
な
さ
れ
た
。

　
石
母
田
氏
は
、
古
代
の
身
分
制
に
つ
い
て
も
、
六
三
年
に
「
古
代
の
身
分

秩
序
」
（
『
古
代
史
講
座
』
7
学
生
社
）
を
発
表
、
律
令
国
家
の
身
分
秩
序
を

体
系
的
・
論
理
的
に
描
出
し
て
衝
撃
を
与
え
た
が
、
奴
碑
制
に
関
す
る
実
証

的
な
研
究
は
社
会
構
成
史
隆
盛
の
影
に
か
く
れ
、
戦
後
ま
も
な
く
は
意
外
な

ほ
ど
成
果
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
本
書
の
著
者
神
野
清
　
氏
は
、
「
東

大
寺
の
奴
癬
の
薦
途
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
〇
九
、
一
九
六
五
年
、

本
書
第
六
章
）
を
発
表
し
、
以
後
今
上
に
至
る
ま
で
着
実
に
研
究
を
進
展
さ

せ
て
き
た
。
富
奴
碑
制
に
関
す
る
石
上
英
「
氏
や
鬼
頭
清
明
氏
な
ど
の
研
究

も
貴
重
な
も
の
だ
が
、
今
日
こ
の
分
野
で
の
神
野
氏
の
業
績
が
質
・
母
と
も

他
を
圧
倒
す
る
価
値
を
も
つ
こ
と
は
古
代
史
研
究
者
の
だ
れ
も
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
内
容
は
戦
後
の
思
案
研
究
の
到
達

点
を
示
す
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
神
野
氏
に
と
っ
て
、
奴
碑
研
究
の
究
極
の
目
的
は
、
古
代
身
分
制
の
基
軸

を
な
し
た
良
賎
制
の
特
質
と
古
代
社
会
の
構
造
的
把
握
に
不
可
欠
な
奴
隷
制

ウ
ク
ラ
ー
ド
の
特
質
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
氏
は
、
八
六
年

に
書
き
下
ろ
し
た
『
律
令
国
家
と
賎
民
』
（
吉
川
弘
文
館
）
で
は
、
潤
家
的

身
分
制
と
し
て
の
良
賎
制
を
賎
身
分
を
中
心
に
考
察
し
、
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。
本
書
は
、
前
著
で
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
奴
隷
制
ウ
ク
ラ
ー
ド
の

特
質
の
解
明
を
意
図
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
出
版
に
よ

り
氏
の
石
碑
研
究
の
全
体
像
が
よ
り
明
確
な
形
で
提
示
さ
れ
た
の
は
間
違
い

な
い
。

　
本
書
の
全
体
的
な
構
成
は
、
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
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章

　
　
第
十
二
章

　
　
第
十
三
章

　
　
第
十
四
章

　
　
篇
章

第
－
部
は
、

　
　
良
賎
制
・
奴
碑
研
究
の
課
題
と
本
書
の
構
成

良
賎
制
と
卑
賎
観

章
　
罪
人
と
奴
碑

章
　
天
武
十
年
紀
の
天
下
大
解
除
と
輪
講
奴
憲

章
　
天
武
十
年
半
の
「
特
認
奴
碑
」
と
戸
座

章
　
賎
身
分
と
卑
賎
観

奴
碑
の
編
成
と
職
掌

官
奴
碑
の
存
在
形
態
と
職
掌

東
大
寺
に
お
け
る
奴
碑
の
用
役
形
態

東
大
寺
奴
碑
籍
の
編
首
奴
碑

神
懸
に
つ
い
て

「
長
屋
王
家
木
簡
」
お
よ
び
「
二
条
大
路
木
簡
」

無
音
の
諸
相

の
奴
碑

　
　
　
　
　
良
賎
世

代
社
会
に
お
け
る
奴
隷
発
生
の
聞
題
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

H
部
で
は
、
令
制
下
の
官
学
碑
・
寺
奴
碑
・
神
賎
お
よ
び
皇
族
・
貴
族
所
有

の
奴
碑
に
つ
い
て
、
そ
の
労
働
編
成
と
職
掌
の
内
容
に
つ
い
て
実
証
的
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
皿
部
は
、
戦
後
の
奴
碑
研
究
の
主
流
を
占
め
た
奴

碑
の
家
人
的
形
態
論
を
検
討
し
、
ま
た
良
賎
訴
訟
の
実
態
や
官
諾
諾
制
の
変

家
人
・
奴
碑
の
存
在
形
態

編
戸
と
奴
碑
割
附

良
賎
訴
訟
と
戸
籍

「
放
賎
従
良
」
と
奴
碑
の
従
良
要
求
訴
訟

律
令
官
栄
身
分
の
変
質
過
程
と
中
世
に
お
け
る
遺
制

日
本
古
代
社
会
と
家
内
奴
隷
制

　
（
奴
碑
制
）
成
立
の
意
義
を
そ
の
前
提
と
な
る
日
本
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

質
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
結
章
で
は
、
鬼
頭
清
明

氏
の
国
家
的
奴
隷
制
論
を
批
判
的
に
継
承
す
る
立
場
か
ら
全
体
の
論
旨
の
総

括
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
書
評
は
、
書
物
の
叙
述
に
そ
っ
て
そ
の
論
旨
を
逐
　
要
約
し
な
が
ら
評
者

の
意
見
を
記
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
だ
が
、
本
書
で
は
序
章
に
各
誌
の
内

容
に
関
す
る
丁
寧
な
要
約
が
付
さ
れ
て
お
り
、
評
者
が
同
じ
作
業
を
す
る
こ

と
は
屋
上
屋
を
架
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
神
野
氏
の
奴
碑

論
の
全
体
像
を
良
賎
制
と
奴
隷
制
ウ
ク
ラ
ー
ド
に
関
す
る
理
解
を
中
心
に
批

評
す
る
こ
と
に
し
、
個
々
の
論
点
に
つ
い
て
は
全
体
と
の
関
わ
り
で
随
時
触

れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
前
近
代
の
身
分
制
研
究
で
常
に
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、
身

分
概
念
及
び
身
分
と
階
級
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
良
賎
制
と
奴
隷
制
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
特
質
の
統
一
的
把
握

を
目
的
と
す
る
本
書
に
お
い
て
も
、
基
本
的
な
戦
略
に
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ

う
。
だ
が
、
本
書
で
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
神
野
氏
の
立
野
が
全
く
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
律
令
制
社
会
に
お
け
る
奴
碑
身
分
を
奴
隷
範
噛
で
と
ら

え
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
議
論
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

　
か
つ
て
、
石
母
田
正
氏
は
、
「
階
級
」
を
特
定
の
歴
史
的
社
会
の
生
産
関

係
、
そ
の
時
代
の
主
要
な
生
産
手
段
に
対
す
る
所
有
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
た
社
会
集
団
、
「
身
分
」
を
階
級
関
係
が
政
治
的
ま
た
は
国
家
的
な
秩
序

と
し
て
固
定
さ
れ
た
階
層
的
秩
序
と
定
義
し
、
階
級
関
係
が
経
済
的
秩
序
に

根
ざ
す
の
に
対
し
て
身
分
秩
序
は
発
達
し
た
形
で
は
法
制
的
な
関
係
と
し
て

存
在
す
る
、
と
し
た
（
前
掲
同
氏
「
古
代
の
身
分
秩
序
」
）
。
神
野
氏
は
令
制

下
の
奴
碑
を
奴
隷
階
級
の
現
象
形
態
と
し
て
把
握
す
る
一
方
で
、
良
賎
制
成

立
以
前
の
段
階
に
お
け
る
奴
隷
に
対
す
る
身
分
的
差
別
の
存
在
を
否
定
し
て
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評書

い
る
。
こ
の
よ
う
な
氏
の
奴
碑
身
分
に
関
す
る
認
識
は
、
基
本
的
に
は
石
母

田
説
の
枠
内
に
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
だ
が
、
先
記
の
石
母
田
氏
の
身
分
に
つ
い
て
の
理
解
と
方
法
は
、
七
〇
年

代
以
降
の
諸
研
究
に
よ
っ
て
既
に
否
定
・
克
服
さ
れ
て
い
る
。
身
分
は
国
家

的
・
法
制
無
秩
序
で
あ
る
以
前
に
社
会
的
秩
序
と
し
て
存
在
し
、
本
来
階
級

と
は
別
に
そ
れ
自
体
に
存
立
の
基
礎
が
あ
る
。
身
分
制
成
立
の
根
拠
を
階
級

関
係
に
還
元
な
い
し
代
位
さ
せ
て
理
解
す
る
石
母
田
氏
の
よ
う
な
身
分
論
で

は
、
身
分
制
の
成
立
と
解
体
の
要
因
を
独
自
に
追
求
す
る
視
角
が
欠
落
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
（
矢
木
明
夫
『
封
建
領
主
制
と
共
同
体
』
、
大
山
喬
平
「
中

世
社
会
の
イ
エ
と
百
姓
」
『
日
本
史
研
究
』
一
七
穴
）
。
本
書
に
お
い
て
も
、

良
賎
制
の
成
立
期
と
崩
壊
期
（
中
世
身
分
制
へ
の
移
行
期
）
を
め
ぐ
る
理
解

に
最
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
以
下
、
こ
の
点
を
中
心
に
叙
述
を
進

め
る
。

　
神
野
氏
は
、
東
洋
的
古
代
社
会
で
は
戦
争
や
売
買
に
よ
る
外
部
か
ら
の
奴

隷
獲
得
は
困
難
で
奴
隷
は
主
と
し
て
共
同
体
内
部
か
ら
発
生
し
た
と
い
う
通

説
を
継
承
し
、
さ
ら
に
そ
の
淵
源
を
犯
罪
暴
慢
奴
隷
に
求
め
て
い
る
。
氏
の

理
解
に
よ
る
と
、
日
中
古
代
社
会
の
初
期
奴
隷
の
性
格
は
こ
の
点
で
共
通
し

て
お
り
、
こ
れ
が
東
洋
専
制
国
家
が
良
賎
制
と
い
う
特
殊
ア
ジ
ア
的
身
分
支

配
の
網
に
奴
隷
を
と
ら
え
た
条
件
に
な
る
の
で
あ
る
（
第
一
章
）
。

　
だ
が
、
日
中
の
良
賎
制
の
性
格
の
相
違
を
無
視
し
て
、
良
賎
制
受
容
を
根

拠
に
日
本
古
代
の
社
会
構
成
と
中
国
の
そ
れ
と
を
同
質
毒
す
る
の
は
疑
問
で

あ
る
。
榎
本
淳
一
氏
に
よ
れ
ば
、
唐
船
の
軽
賎
制
が
国
家
の
懲
罰
制
度
と
し

て
犯
罪
者
や
国
家
に
対
す
る
重
罪
人
の
近
縁
者
を
官
に
没
収
し
官
賎
人
と
し

て
懲
役
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
官
立
制
で
は
そ
の

よ
う
な
国
家
の
礼
的
秩
序
維
持
の
た
め
の
懲
劉
制
度
ど
い
う
側
面
は
後
退
し

て
い
る
の
で
あ
る
（
同
氏
「
律
令
賎
民
制
の
構
造
と
特
色
」
池
田
温
編
『
中

国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』
所
収
）
。

　
神
野
氏
は
、
「
令
前
の
ヤ
ッ
コ
（
奴
碑
）
が
本
来
は
卑
賎
視
さ
れ
る
存
在
で

は
な
か
っ
た
」
（
第
二
章
）
と
す
る
一
方
、
「
墨
画
に
対
す
る
卑
賎
視
に
は
、

一
つ
は
奴
隷
と
い
う
階
級
へ
の
差
別
か
ら
く
る
卑
賎
視
と
、
さ
ら
に
良
賎
制

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
差
別
に
よ
る
も
の
が

あ
っ
た
」
（
第
四
章
）
と
記
し
て
い
る
。
氏
は
ヤ
ヅ
コ
を
奴
隷
と
し
て
い
る

か
ら
両
者
は
矛
盾
し
た
表
現
の
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
氏
は
令
制
下
の
奴

碑
に
対
す
る
卑
賎
観
は
国
家
権
力
に
よ
り
上
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、

班
田
農
民
な
ど
の
差
別
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
だ
が
、
仮
に

令
制
下
の
奴
碑
の
多
く
が
共
同
体
港
都
の
犯
罪
奴
隷
に
遡
源
す
る
も
の
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
奴
草
を
罪
の
ケ
ガ
レ
を
負
っ
た
存
在
と
み
な
す
よ
う
な
卑
賎

観
は
在
地
社
会
に
お
い
て
も
広
範
に
普
及
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
義
江
明
子
幾
は
、
ヤ
ッ
コ
と
は
本
来
、
氏
の
結
集
・
支
配
の
拠
点
で
あ
っ

た
「
宅
」
の
周
辺
に
居
住
し
そ
こ
で
の
命
玉
に
従
事
し
た
人
間
の
こ
と
で
、

そ
こ
か
ら
或
構
成
員
の
上
層
部
分
の
身
近
な
従
者
的
な
性
格
を
お
び
る
に
至

り
、
さ
ら
に
そ
の
譜
代
隷
属
の
積
み
重
ね
か
ら
次
第
に
下
層
身
分
の
称
と
し

て
定
着
し
て
い
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
（
同
氏
「
日
本
古
代
奴
碑
所
有
の
特

質
」
『
日
本
史
研
究
』
二
〇
九
）
。
こ
の
義
江
説
に
対
し
、
神
野
氏
は
前
著
『
律

令
国
家
と
賎
民
』
に
お
い
て
、
ヤ
ッ
コ
と
は
何
ら
か
の
事
情
で
ヤ
（
宅
）
へ

の
隷
属
と
そ
こ
で
の
労
働
へ
の
従
事
を
強
制
さ
れ
た
人
を
指
す
語
で
、
そ
の

よ
う
な
人
と
は
初
国
的
に
は
奴
隷
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
批
判
し
た
。
だ

が
、
ヤ
ッ
コ
（
奴
碑
）
の
宅
へ
の
隷
属
の
主
た
る
契
機
を
犯
罪
没
身
に
求
め

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ヤ
ヅ
コ
の
中
に
奴
隷
範
曝
に
属
す
る
も
の
が

存
在
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
の
場
合
も
経
営
破
綻
に
よ
る
債
務
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奴
隷
な
ど
を
第
一
に
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
良
賎
制
（
奴
碑
制
）
の
解
体
期
に
関
す
る
本
書
の
理
解
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。
神
野
氏
は
、
古
代
の
賎
と
非
人
身
分
の
質
的
断
絶
を
強

調
す
る
七
〇
年
代
以
降
の
中
世
身
分
制
研
究
の
動
向
を
批
判
し
、
罪
薇
と
結

び
付
け
ら
れ
成
立
し
た
古
代
の
賎
に
対
す
る
差
別
と
死
節
と
連
関
し
た
非
人

へ
の
差
別
の
相
違
に
留
意
し
つ
つ
も
、
特
定
の
稼
観
念
と
結
び
付
け
て
人
を

差
別
し
卑
無
視
す
る
支
配
の
あ
り
方
は
良
賎
制
に
始
ま
り
申
世
社
会
に
継
承

さ
れ
た
、
と
主
張
す
る
（
第
四
章
）
。
ま
た
、
天
平
宝
字
二
年
の
官
贈
爵
・

紫
微
中
台
奴
碑
の
放
串
本
良
を
奴
善
導
崩
壊
の
画
期
と
す
る
研
究
を
批
判
し
、

八
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
確
立
し
た
今
良
制
を
律
令
官
賎
制

の
第
二
段
階
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
解
体
期
を
鎌
倉
時
代
初
期
に
措
定
し
て

い
る
（
第
十
四
章
）
。

　
だ
が
、
律
令
賎
身
分
と
中
世
非
人
の
本
質
的
性
格
の
相
違
は
、
罪
の
ケ
ガ

レ
と
死
の
ケ
ガ
レ
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
背
景
の
違
い
で
説
明
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
。
中
世
身
分
制
研
究
の
画
期
と
な
っ
た
黒
田
俊
雄
氏
の
非

人
論
の
意
義
は
、
非
人
が
体
制
か
ら
の
疎
外
に
よ
っ
て
発
生
す
る
公
私
の
人

格
的
隷
属
関
係
を
欠
い
た
身
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
に
あ
る
（
同

氏
「
中
世
の
身
分
制
と
卑
賎
観
念
」
『
部
落
問
題
研
究
』
三
三
）
。
ま
た
、
中

世
で
非
人
と
さ
れ
た
放
免
・
乞
食
・
癩
者
な
ど
は
、
キ
ョ
メ
を
職
能
と
す
る

よ
り
も
前
に
ま
ず
自
身
が
社
会
的
に
ケ
ガ
レ
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
（
黒

田
俊
雄
「
中
世
社
会
論
と
非
人
」
『
部
落
問
題
研
究
』
七
四
）
Q
彼
ら
は
、
中

世
成
立
期
に
坂
・
宿
と
い
わ
れ
る
自
律
的
な
共
同
体
（
身
分
集
団
）
を
形
成

し
た
が
、
そ
の
再
生
産
を
可
能
に
し
た
の
が
キ
ョ
メ
の
職
能
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
律
令
賎
身
分
に
対
す
る
社
会
的
卑
賎
視
・
不
浄
視
は
希
薄

で
、
清
浄
な
る
天
皇
の
対
極
に
奴
碑
を
置
く
よ
う
な
律
令
国
家
の
支
配
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
も
容
易
に
受
容
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
寺
奴
碑
や
官
奴
嫁

が
、
仏
塔
の
涯
掃
や
医
療
処
置
な
ど
キ
ョ
メ
に
類
す
る
職
掌
を
も
っ
た
こ
と

は
神
野
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
（
第
四
章
）
。
中
世
下
人
の
中
に
も
「
馬
の

草
苅
ら
し
め
、
糞
な
ど
取
り
て
棄
て
し
む
る
ほ
ど
の
下
童
」
（
『
今
昔
物
語
集
』

｝
五
巻
五
四
話
）
の
よ
う
に
不
浄
視
を
伴
う
仕
事
に
従
事
し
た
も
の
が
存
在

し
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
生
産
手
段
の
主
体
と
な
り
え
な
い
隷
属
民
や
国

家
の
一
時
的
管
理
下
に
あ
る
罪
人
・
悲
田
院
収
容
者
な
ど
の
キ
ョ
メ
と
雰
人

の
そ
れ
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
今
良
制
の
評
価
に
つ
い
て
も
疑
問
が
多
い
。
天
平
宝
字
二
年
の
放
賎
従
良

後
、
．
卑
官
錦
嚢
は
「
今
良
」
と
し
て
職
国
に
編
付
さ
れ
、
九
世
紀
以
降
諸
司

に
専
属
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
神
野
氏
は
今
戸
の
身
分
規
定
に
つ
い
て
、

建
前
は
良
だ
が
「
今
」
の
字
が
付
着
し
て
い
る
限
り
実
質
は
賎
身
分
に
準
ず

る
扱
い
を
う
け
た
身
分
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
延
喜
式
』
で
定
額
化
さ
れ
る

今
良
の
総
人
数
と
解
放
時
の
基
図
碑
の
人
数
に
大
差
が
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、

今
良
制
へ
の
移
行
は
官
耳
玉
の
階
級
闘
争
に
対
す
る
コ
定
の
譲
歩
し
に
過

ぎ
ず
　
「
国
家
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
失
う
も
の
が
な
か
っ
た
」
と
評
す
る

の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
神
野
氏
自
身
が
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
延
喜
式
』
段
階
で
は
、

今
良
に
対
す
る
月
料
・
時
服
・
装
束
料
な
ど
の
支
給
が
確
定
し
、
そ
の
待
遇

は
雑
色
人
な
ど
と
か
わ
ら
な
い
。
前
近
代
社
会
に
お
い
て
所
管
－
被
管
の
身

分
関
係
は
、
租
税
免
除
な
ど
の
特
権
を
伴
い
、
必
ず
し
も
差
別
に
直
結
し
な

い
。
今
良
制
は
、
法
制
的
に
は
階
級
的
身
分
差
別
の
原
理
を
も
た
な
い
の
で

あ
り
、
官
奴
碑
制
と
の
質
的
断
絶
は
明
ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
今
良
制
の

成
立
は
同
時
期
に
進
行
し
た
支
部
・
雑
戸
制
の
縮
小
再
編
と
一
体
の
も
の
と

し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
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評書

　
石
母
田
氏
の
良
人
1
1
王
民
共
同
体
論
の
提
起
以
来
、
国
家
的
身
分
秩
序
に

お
け
る
イ
デ
オ
胃
ギ
ー
面
で
の
賎
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
諸
研
究
が
一
致
し

て
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
野
氏
も
、
天
武
十
年
の
天
下
大
解
除
に
お
い
て

諸
国
国
造
等
が
供
出
し
た
祓
柱
回
送
に
大
王
天
武
の
活
気
が
付
与
さ
れ
奴
三

一
奴
隷
が
罪
薇
・
災
気
を
一
身
に
背
負
う
汚
れ
た
存
在
と
し
て
国
家
的
に
位

置
づ
け
ら
れ
こ
と
を
強
調
し
、
賎
身
分
は
良
民
と
の
対
置
か
ら
よ
り
む
し
ろ

天
皇
（
浄
）
と
の
関
係
で
創
出
さ
れ
た
身
分
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
第

二
章
）
。
天
皇
の
超
越
的
・
神
的
権
威
の
存
立
基
盤
た
る
こ
と
に
賎
身
分
の

存
在
意
義
を
求
め
る
こ
の
よ
う
な
立
場
に
お
い
て
は
、
社
会
的
分
業
に
お
け

る
賎
の
実
質
的
な
機
能
以
前
に
、
国
家
権
力
が
賎
身
分
を
設
定
し
維
持
し
て

い
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
官
奴
碑
制
か
ら

今
良
制
へ
の
移
行
は
、
律
令
国
家
の
身
分
制
的
社
会
編
成
に
お
い
て
賎
身
分

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
の
役
割
が
確
実
に
後
退
し
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
し
て
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
今
良
制
実
施
の
目
的
は
、
官
奴
碑
が
諸
宮
司
に
譜
代
に
隷
属
す
る
間
に
習

得
し
た
「
脇
能
」
の
維
持
に
あ
っ
た
。
追
灘
の
儀
式
な
ど
に
供
重
し
た
今
良

が
天
皇
や
内
裂
か
ら
の
災
気
・
ケ
ガ
レ
の
除
去
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
氏
の

指
摘
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
は
も
は
や
今
良
身
分
　
般
に
卑
賎
観
念
を
付
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
平
安
時
代
に
お
い
て
宮
中
で

キ
ョ
メ
の
任
に
あ
た
っ
た
の
が
主
と
し
て
衛
士
・
仕
丁
な
ど
で
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
て
も
、
こ
の
こ
と
が
今
良
に
対
す
る
差
別
を
裏
付
け
る
根
拠
に
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
日
本
古
代
の
良
賎
制
の
意
義
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
律
令
国
家
が
人
民

を
良
と
賎
に
峻
別
し
た
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
起
点
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
神
野
氏
は
奴
碑
身
分
が
律
令
賎
身
分
の
中
核
で
あ
る
こ
と
を
強

調
す
る
が
、
陵
戸
・
官
戸
・
家
人
・
官
奴
嫁
・
年
下
碑
と
心
裡
賎
の
雑
戸
か

ら
な
る
賎
身
分
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
氏
は
、
陵
戸
・

官
戸
・
雑
戸
が
堰
塞
（
準
富
賎
）
と
さ
れ
た
理
由
を
個
々
に
検
討
し
て
い
る

が
（
第
四
章
、
『
律
令
国
家
と
賎
民
』
）
、
各
賎
身
分
に
共
通
す
る
属
性
を
抽

出
す
る
作
業
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
高
曇
身
分
の
社
会
的
・
経
済
的

性
格
を
す
べ
て
階
級
関
係
に
還
元
し
て
把
握
し
て
い
る
た
め
、
結
局
、
奴
碑

身
分
の
政
治
的
性
格
を
も
っ
て
臼
本
の
良
賎
制
の
歴
史
的
意
義
を
規
定
す
る

極
め
て
一
面
的
な
議
論
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
律
令
賎
身
分
は
、
唐
制
と
比
較
す
る
と
、
身
分
間
の
階
層
性
が
希

薄
で
特
定
の
主
人
（
官
司
）
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
欄
別
・
固
定
的
な
身
分

で
あ
っ
た
（
前
掲
榎
本
淳
一
「
律
令
賎
民
制
の
構
造
と
特
質
」
）
。
そ
の
基
盤

は
、
大
化
前
代
以
来
の
本
主
と
賎
と
の
間
の
譜
代
的
隷
属
関
係
に
あ
っ
た
。

賎
が
姓
を
負
わ
な
い
（
雑
戸
は
卑
姓
を
負
う
）
こ
と
、
富
賎
に
対
す
る
特
殊

籍
の
存
在
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
性
格
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
律
令

国
家
の
国
家
的
身
分
秩
序
に
お
い
て
奴
碑
身
分
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面

で
重
要
な
意
義
を
も
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
は
、
身
分
と
い
う
も
の

の
本
質
か
ら
い
え
ば
あ
く
ま
で
二
次
的
・
副
次
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
令
制
下
の
奴
碑
と
本
主
と
の
隷
属
関
係
を
神
野
氏
の
よ
う
に
象
内

奴
隷
制
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
適
当
だ
ろ
う
か
。
氏
は
造
東
大
寺
司
下

の
寺
奴
が
封
戸
の
租
米
未
納
分
の
徴
収
に
あ
た
っ
た
事
例
な
ど
を
許
し
て
、

「
主
人
の
『
信
用
』
を
得
て
柔
順
に
働
く
奴
碑
は
、
お
そ
ら
く
譜
代
の
奴
碑

で
あ
り
、
代
々
に
わ
た
る
隷
属
に
よ
っ
て
飼
い
慣
ら
さ
れ
、
奴
隷
根
性
を
身

に
つ
け
た
家
内
奴
隷
」
と
記
し
て
い
る
（
結
章
）
。
氏
は
労
働
奴
隷
（
農
業
奴

隷
）
制
の
存
在
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
奴
碑
の
「
家
内
労
働
」
や

譜
代
隷
属
の
性
質
を
不
当
に
低
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
先
の
寺
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奴
と
同
様
の
任
に
あ
た
っ
た
口
碑
は
長
屋
王
家
木
簡
に
お
い
て
も
確
認
で
き

る
が
（
第
九
章
）
、
こ
の
よ
う
に
本
主
の
信
用
を
獲
得
し
そ
の
経
営
に
お
い

て
重
要
な
任
に
あ
た
る
奴
碑
を
共
同
体
成
員
と
し
て
の
資
格
を
喪
失
し
た
存

在
（
1
1
奴
隷
）
と
み
な
す
こ
と
は
適
巌
で
は
あ
る
ま
い
。

　
神
野
氏
は
、
所
謂
「
延
喜
の
奴
碑
解
放
令
」
を
「
既
に
階
級
と
し
て
奴
隷

で
あ
る
状
態
か
ら
自
己
を
解
放
し
て
い
た
猛
暑
の
み
を
良
民
と
す
る
こ
と
を

命
じ
た
格
」
と
す
る
吉
田
晶
説
を
「
適
用
が
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
っ
て
、
現

実
に
は
あ
り
え
な
い
」
と
批
判
し
た
（
『
律
令
国
家
と
賎
民
』
）
。
だ
が
、
天

武
四
年
冬
部
曲
廃
止
に
よ
り
豪
族
ら
の
私
有
民
は
奴
碑
（
奴
隷
）
を
除
い
て

「
解
放
」
さ
れ
、
令
制
下
の
奴
碑
は
奴
隷
範
疇
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
氏
の

理
解
に
は
苦
本
説
と
同
様
の
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
律
令
公
民
制
が

王
権
に
よ
る
一
元
的
な
人
民
の
掌
握
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
相
対

的
次
元
に
お
い
て
、
豪
族
私
民
の
諸
階
層
の
う
ち
独
立
自
営
の
困
難
な
低
位

の
部
分
が
庚
寅
漢
籍
で
奴
碑
身
分
と
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な

い
が
、
氏
の
よ
う
な
割
り
切
っ
た
理
解
は
実
態
か
ら
乖
離
し
て
い
る
。
令
制

下
広
範
に
存
在
し
た
雑
戸
・
奴
碑
の
訴
良
闘
争
の
多
く
が
概
説
編
籍
の
不
当

性
を
訴
え
て
い
る
の
は
、
国
家
的
身
分
秩
序
の
権
力
的
編
成
の
矛
盾
と
限
界

を
示
す
も
の
で
あ
る
（
第
十
三
章
）
。

　
神
野
氏
は
、
八
・
九
世
紀
の
日
本
古
代
社
会
を
「
農
業
経
営
か
ら
離
れ
た

家
内
奴
隷
が
、
天
皇
と
官
僚
群
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
全
体
が

奴
隷
制
的
に
規
定
さ
れ
た
体
制
」
と
す
る
鬼
頭
清
明
氏
の
国
家
的
奴
隷
詰
論

を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
本
書
の
叙
述
を
結
ん
で
い
る
（
結
章
）
。

両
者
の
理
解
は
、
国
家
的
身
分
秩
序
と
官
僚
制
の
維
持
と
い
う
奴
碑
身
分
の

政
治
的
機
能
を
重
視
す
る
点
で
は
共
通
す
る
。
だ
が
、
鬼
頭
庇
は
日
本
古
代

の
奴
碑
の
非
奴
隷
的
（
家
人
的
）
性
格
を
あ
る
程
度
認
め
、
そ
の
上
で
日
中

の
奴
碑
制
を
古
碑
が
奴
隷
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
二
分
置
に
立
っ
て
比
較
し

裁
断
す
る
こ
と
に
反
対
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
両
者
の
立
場
に
は
微
妙
な

ズ
レ
が
あ
る
（
鬼
頭
清
明
氏
「
日
本
に
お
け
る
原
始
・
古
代
の
発
展
段
階
論

の
現
状
と
課
題
」
『
歴
・
．
更
評
論
』
五
〇
四
）
。

　
奴
碑
の
家
人
的
形
態
論
－
令
制
下
の
奴
碑
は
土
地
に
対
し
て
一
定
の
結
び

つ
き
を
も
ち
家
業
・
私
業
を
営
み
家
族
と
家
を
持
ち
私
財
を
蓄
え
て
い
た
と

す
る
説
一
に
つ
い
て
、
神
野
氏
は
否
定
的
で
あ
る
（
第
十
章
）
。
従
来
の
家

人
的
形
態
論
に
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
実
証
上
の
問
題
点
が
多
い
こ
と
は
事

実
だ
が
、
日
本
の
古
代
社
会
の
奴
隷
制
の
基
盤
が
中
国
と
比
較
し
て
も
は
る

か
に
脆
弱
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
律
令
制
社
会
で
は
、

合
法
的
な
愛
甲
の
供
給
が
身
分
内
婚
姻
に
よ
る
生
益
の
発
生
に
ほ
ぼ
限
定
さ

れ
、
ま
た
逃
亡
奴
碑
は
公
的
権
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
の
捕
捉
は
困
難
で
あ

っ
た
。
経
営
破
綻
に
よ
り
扶
養
能
力
を
失
っ
た
本
主
は
、
『
日
本
霊
異
記
』

中
巻
三
四
話
に
見
え
る
よ
う
に
、
奴
碑
を
財
産
と
し
て
処
分
す
る
こ
と
す
ら

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
は
、
本
主
は
奴
碑
の
家
族
的

結
合
を
認
め
、
緩
や
か
な
支
配
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
東
大
寺
に
施

入
さ
れ
た
雲
影
碑
に
は
幼
弱
者
と
高
年
者
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
は
奴
踊

の
家
族
的
結
合
を
尊
重
す
る
こ
と
で
逃
亡
を
抑
制
し
、
長
期
的
な
労
働
力
の

確
保
を
意
図
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
神
野
氏
は
、
鎌
倉
幕
府
法
な
ど
に
お
い
て
下
人
が
法
的
に
は
「
奴
碑
」
と

記
さ
れ
売
買
・
質
入
れ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
下
人
身
分

の
本
質
は
家
内
奴
隷
で
そ
の
隷
属
の
実
態
は
令
制
下
の
奴
嫁
と
本
質
的
に
変

わ
ら
な
か
っ
た
、
と
主
張
す
る
（
聖
血
）
。
百
姓
・
奴
碑
な
ど
の
身
分
呼
称

が
中
世
以
降
も
残
存
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
場
合
、
律
令
国
家
に
よ
る
国
家

的
身
分
編
成
の
遺
制
が
後
の
時
代
ま
で
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
だ
が
、
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そ
の
よ
う
な
表
面
的
な
事
象
に
固
執
し
て
身
分
制
の
連
続
性
を
強
調
す
る
の

は
非
生
産
的
で
あ
る
。
奴
鉾
・
下
人
な
ど
の
隷
属
身
分
の
性
格
を
論
じ
る
た

め
に
は
、
隷
属
の
客
体
と
な
る
共
同
体
の
歴
史
的
性
格
と
、
そ
の
経
営
に
お

け
る
隷
属
身
分
の
位
置
を
実
態
に
即
し
て
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

下
人
の
階
級
的
性
格
の
解
明
を
意
図
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
先
述
し
た
『
日

本
霊
異
記
』
中
巻
三
四
話
の
説
話
の
「
奴
碑
」
の
字
句
が
こ
れ
を
典
拠
と
し

た
『
今
昔
物
語
集
』
エ
ハ
巻
八
話
で
は
「
従
者
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
事
例

を
考
察
の
起
点
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
律
令
賎
身
分
に
対
す
る
口
分
田
の
給
与
額
が
身
分
の
上
下
で
は
な
く
本
主

の
別
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
間
接
的
な
材
料
で
は
あ
る

が
、
令
制
下
の
奴
碑
も
ヤ
ッ
コ
と
同
様
に
氏
の
支
配
・
経
営
・
所
有
の
拠
点

と
し
て
の
ヤ
ケ
に
隷
属
す
る
特
質
を
有
し
て
い
た
と
す
る
義
江
明
子
説
を
裏

付
け
る
も
の
で
あ
る
（
同
氏
「
所
有
～
『
氏
』
～
『
家
』
」
『
日
本
史
研
究
』
二
五

六
）
。
古
代
中
世
の
隷
属
身
分
の
歴
史
的
性
格
の
異
同
を
規
定
す
る
の
は
平

安
時
代
申
期
に
お
け
る
個
別
経
営
の
単
位
と
し
て
の
イ
エ
の
成
立
で
あ
り
、

そ
の
実
態
の
解
明
が
今
後
古
代
か
ら
中
世
へ
の
身
分
制
の
移
行
を
論
ず
る
上

で
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
神
野
清
一
氏
の
奴
碑
論
を
良
賎
制
と
奴
隷
制
ウ
ク
ラ
ー
ド
に
関
す

る
理
解
を
中
心
に
批
評
し
た
。
論
評
が
馬
の
奴
暴
論
の
方
法
に
関
す
る
批
判

に
偏
っ
た
形
に
な
り
、
編
戸
と
奴
髭
割
附
に
関
す
る
分
析
（
第
十
一
章
）
や

神
賎
の
存
在
形
態
に
関
す
る
検
討
（
第
八
章
）
な
ど
貴
重
な
業
績
の
多
く
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
奴
碑
な
い
し
億
載
制
研
究

の
現
代
的
課
題
が
日
本
古
代
社
会
に
お
け
る
論
難
の
機
能
・
役
割
を
実
証
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
の
氏
の
認
識
に
は
全
く
同
感
で
あ
る
。
冒

頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
が
奴
碑
制
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
到
達
点

で
あ
り
、
今
後
古
代
身
分
制
史
・
社
会
構
成
史
を
研
究
す
る
上
で
必
読
の
文

献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
氏
の
お
仕
事
の
魅
力
か
ら
こ
の
分
野
の
班

究
に
取
り
く
む
こ
と
に
な
っ
た
後
学
の
一
人
と
し
て
、
胸
を
借
り
る
つ
も
り

で
率
直
な
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
書
評
の
掲
載
が
遅
れ
た
の
は

ひ
と
え
に
評
者
の
怠
慢
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
未
熟
ゆ
え
の
誤
読
も
多
々

あ
る
か
と
思
う
が
、
神
野
氏
な
ら
び
に
読
者
の
ご
寛
恕
を
お
願
い
し
て
筆
を

お
き
た
い
。
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